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発刊 に当たって

今年度から移行措置が始まった新しい学習指導要領のキーワー ドは,①知識基盤社会②
活用する力③規範意繊④言語活動の充実⑤体験活動です。この中の言語活動について,言
語学者の金田一秀穂氏は,次のようなことを言つています。

管内教育研究所 としましても,今年度,3か年継続研究をスター トさせるに当たり,「薇
かな学力をはぐくむ学習指導の実践的研究Jを研究主題 として,①学習過程の工夫②言語

活動の充実③学習意欲を高める工夫の 3点 を研究の視点 とし,内 容 と方法を検証 してまい

りました。

特に,言語活動の充実については,「 言語化することで知識を身に付ける活動の工夫 J
「言語化することにより思考を深める活動の工夫」「言語化することにより思考力・ 判断

力 。表現力を高める活動の工夫Jを研究内容 とし,今年度は,「 言語化することで知餞を

身に付ける活動の工夫」を中心に取 り組んでまい りました。

また,今年度の検aE授 業は,研究の方向性を示す との考えから,研究部長をは じめ 3名
の研究部担当者が ,「綿密 な授業づ くり」と「厳 しい授業研究」を合い言葉に,研 究員 ,

研究協力校共同研究担 当者,研究協力員の協力を得ながら実践 してきま した。
しか しながら,研究は,ま だスター トしたばか りで試行錯誤を繰 り返 しているのも事実
です。今後,多 くの方々か らご指導 とご助言をいただき,研究をさらに深め,そ の成果を
管内の各小中学校に還元 してまい りたいと考えてお ります。

終わ りにな りますが,こ の研究に深いご理解 と温かいご支援をいただいた留萌教育局 ,

留萌管内市町村教育委員会,そ して,多忙な学校業務の中,合 同研究会議や検証授業にお
加 していただきま した研究協力校 と研究協力員の皆様に心から感謝申し上げ,発刊に当た
っての言葉といた します。

平成 22年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 山 田

「温度が上がる,下がる」。それは暑いだけです。寒いだけです。上がった り,下
がつた りしません。でも,「 上がるJ「 下がる」 とい うことによつて,分か りやす く
なるわけです…。言葉 とい うものを最大の言語活動 とい うときに,言葉にならないも
のを 「言語化 (こ とばか )」 するとい うこと,こ れが言語活動 とい うことの一番の基

本だ と,私は思 うんです。―中略―

思考力といいますか , 自分で考える力は,結局,言語活動 とい うことなんです。言

語活動をきちつとするとい うことは,要するに,ア ナログの得体の知れないもの,言
えないものを言語化すると言 うことなんです。それは要するに,考 えるとい うことな
んです。 【教育調査研究所「教育展望J20∞ 11月号】
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今日的な学校

機育の書■か

ら

これまでの研

究及び管内の

実餞から

道研連研究主

題とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・情報・技術があらゆる領域での活動の基盤として重要性を

増す「知識基盤社会」の時代といわれている。この社会の変1しに対応する能力こそ

生きる力であり,新学習指導要領の目指す「生きる力」とは,知・徳・体のパラン
スのとれた力である。その中でも知の側面である基礎的・基本的な知識・技能の習

得とともにその活用を通して,思考力.判断力,表現力の青成を図ることが重要視さ

れている。

また。児童生徒の国際的な学力調査においても思者力.判断力,表現力等を間う8己

述式の問題や。学習意欲にも課題があるとされている。このようなことから,今,子

どもたちに確かな学力をはぐくむための教育が求められている。

本研究所では,これまで5次に及ぷ共同研究を行い,第4次までは主に学びの教育,
そして前回は心の教育について研究を行い.成果を収めてきた。研究を進めるにあ
たり。留萌管内の実態に合わせた。教育現場で活用できる研究を心がけてきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたっては,平成21年度から全ての小中学校
で先行実施される,新学習指導要領に関わる「確かな学力をはぐ<む」研究テーマは

教育現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また,一昨年度から実施されている。全国学力・学習状況調査の留萌管内における

傾向は「国語,算数・数学ともに知識・技能の習得に向けた指導を充実させる必要が

ある」 (平成21年 1月圏萌教育局作成～平成20年度全国学力・学習状況調査 調
査結果報告● 《留萌版》)とまとめていることからも,確かな学力をはぐくむ教育活

動の充実は留萌管内の教育にとって緊要な研究テーマであると考え.設定すること
とした。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,第 13次共同研究において実践的な指導カ
の向上を図るこれからの教員研修の在り方をめざし「小規模校における関係機関等と

連携した校内研修の推進」を研究主題に掲|チ 3カ年継続研究 (3年目)を進めている。

特に教員の実践的な指導力の向上をはかることで,学校教育の現状の課題である「知

識・技能を活用する力や学習意欲・学習習慣,生活習慣等」を解決していこうとする
ねらいが見られる。知識・技能を活用する力や学習意欲については本研究の根幹にあ

たる.確かな学力に大きくかかわる事項であることから,本研究を推進することに
より,道研連研究主題解明の一躍を担うことができると考える。
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確かな学力を

はぐくむため

学習薔導の

実鵬的研究

教育活動を進めるにあたり,各学校において,児童生徒に生きる力をはぐ<むこと

を目指し 創意工夫を生かした教育活動を展開する中で,墨壺山・基本的な知盤 。技

壁生L自壺学び自ら考スる力を車の両輔のように相互に関連させながら指導すること
が大切である。

全国学力・学習状況調査における日萌管内の結果からも,知口。技籠を確実にヨ椰

する指導や身に付けた知日・技能を活用する力を青成する指導の工夫・改善に努める

ことが必要であると言われている。

それでは,確かな学力をはぐくむためには.日々の授業をどのように改善・充実さ

せていけばよいのであろうか。

確かな学力とは,知識・技能に加え,自ら課題を見付け、学ぶことへの意欲をもち、

主体的に考え,判断し,行動し,よりよく問題を解決する資質や能力である。

そこで,ます。基礎的な知口や較鶴a38さ せるために,教えるべきことはしっか
りと教えることが大切になつてくる。そして,身に付けたことを活用して課題を解決

するために必要なBgヵ,囀断力.表現力を培い.児童生徒一人一人が学習したこと
を他の学習や生活に生かすことのできるような計画的な授業が求められる。

また,単元の自標,1時間の授業の中で到達すべき目標を明確にして,薔礎的・薔

本的な●項の確実な定●を図るとともに言口活動を積極的に取り入れることで,児童

生徒の主体的な学習活動を促したい。言語化することにより身に付けた知識を明確に

自分の中に薔積し,それを次の学びの手立てとすることができるよう。さらなる言語

活動を広げていく。学習活動においては,作業的,体験的な学習や問題解決的な学習

を通して,学習したことや考えたことを自分の
―
まとa伝 える活n― を図

りたい。

さらに,学ヨ菫歓の向上も重要要素として示されていることを踏まえた授業づくり

を行う必要がある。

従前にも増して,指導内容の充実と指導方法の改善に全力を傾注しなければならな

い昨今。「確かな学力」をはぐくむための学習指導の改善。そして開発が急務であり,

重要である。

学習指導の改善。開発が重要であるという点から,本研究では実践授業を重視する。

理論研究にととまらず,授業を通しての実践研究は,理論の検証や指む法の改善を

効果的に進めることができると考えた。また,授業研究を重ねることにより,教師の

技■はもとより,子どものよりよい成長を図り,さらにこれから必要となる学習指導

の様子を各学校に発信できる。

授業実践を重ねながら,研究を深めていきたい。
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◇獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

◇学′s~i楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

0)獲 得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

0)学 ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

「分かった′」
「で0た ′′」

「つかえそうだ′J
「つかっτみよう′」

自力解決・発表・検討

経験 (知

識・技能 )

こうしてみてはどうかな?

みんなとやつてみよう !!
分
か

っ
た
―
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
ぞ
―
こ
ん
な
考
え
も

あ
る
ん
だ
な
！

交流・まとめ

さらなる疑間・追究

何故だろう?ど うし

たらできるだろう?

もつと詳しく調べたい

ことがでてきたよ !も

つとやつてみよう !



‐ 過程において授彙展開や学ヨ意欲を高める指導方法を工夫し,日■活動の発奥
を目ることで,知■や技鮨を生かしながら主体的に学び績け,■かな学力を身に付け
た子どもをはぐく0ことができる.

「学■過程の工夫」

0基礎的・基本的な知識・技能の習得を中心とした授業展開

・ 知識・技能を習得し 活用へと向かう授業展開

・ 習得した知識・技能の活用を中心とし 課題解決のための授業展開

「E田活動の充実」

・ 言語化することで知識を身に付ける活動の工夫

・ 言語化することにより思者を深める活動の工夫

・ 言語化することにより思者力・判断力・表現力を高める活動の

「学■意飲を高める工夫」

。環境構成の工夫によるアプローチ

・ 課題設定の工夫によるアプローチ

・ 学び合い。伝え合いの場の工夫によるアプローチ
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(1) 研究用円
平成21年度から平成23年度までの3か年颯続研究

①

　

０

０

２

　

　

３

く

　

　

　

　

く

研究領域     各教科

研究の方法

研究員会■や研究協力校 。研究協力員との合同研究会■.遭研連との共同研究などを通し

て,研究内害の検討や交流を行う。
研究趨力校及び研究協力員による授業実践を通して,研究内容についての検証を進める。

研究のまとめとして,各年度末には研究紀要を発刊する。
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(4) 年次計画
【視点 1】

「学冒過程の工夫 J

【視点 2】 【視点 3】

「学冒量歓を高める工夫J

平威21年塵 (1年次)
基礎的・基本的な知

識・技能の習得を中心
言語イじすることで知

識を身に付ける活動

の工夫

環境構成の工夫によ

るアフローチ

いろいろな変化を
つけた繰り返し学習

など習得の楽しさを

感じる授業展開

教室掲示の工夫 (B
常09掲示)や人的環境
(Tr)の活用などか
ら意欲を高める

話す.書くを中
心に学びを言語化

し,習得へと

平威22軍E(2年演)
lll議・技能を習得し,

活用へと向かう授業

展開

言語化することによ

り思者を深める活動

の工夫

課題設定の工夫によ

るアプローチ

課題設定一個人思
者→集団思者へと

進みながら意欲を
高める

前半で習得したも
のを後半では活用ヘ

とつながる授業展開

活動を言語イヒし,
具体的思者から抽

象的思者へと

習得した知識・技能の

活用を中心とした,課
題解決のための授業展

開

言語化することによ

り思者力・半」断力・表

現力を高める活動の

工夫

学び合い 。伝え合いの

場の工大によるアプ

□―チ

すでに習得した
ものを活用するこ
とで学びが深まる
授業展開

グループ構成の工
夫などにより多様な
意見交流を可能と

言語化し,自己の

思者の段階を把握 .

アウトフットヘと



(5) 今年度の計画

4月 新たな研究の進め方の検討

年間8t日立案

研究協力校。研究協力員の決定

・道研連定期総会

【4月 17日 (金 )】

5月 。第 1回合同研究会議

(今年度の研究の推進,検EI授業計画)

6月 。今年度の研究に関する理論研究

7月 ・検証授業にかかわる計画推進及び理論研究 ・北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 27日 (月)～ 28日 (火 )】
8月 ・検証授業の内容の検討

9月 ・検証授業指む案検討 9月下旬 。第64回北海道教育研究所連盟研究発
表大会 (後志大会)

【9月 17日 (本)～ 18日 (金 )】
10月 。研究員検証授業 (府川)【 10月 14日 (水 )】

(検BI授業の成果と課題の検討)

・検証授業指導案検討

11月 研究員検証授業 (中村)【 11月 10日 (火 )】
(検証授業の成果と課題の検討)

検証授業指導案検討

研究員検証授業 (滝本)【 11月 25日 (水 )】
(検証授業の成果と課題の検討)

第2回合同研究会■

12月 ・研究紀要編集作業

1月 。研究紀要編集作業

2月 ・第3回合同研究会議

(今年度の研究の成果と課題について,研究
紀要原稿の校正)

3月 。研究紀要第 15号発刊
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☆獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

☆学ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

視 点 1 視 点 3

学習過程において授業展開や学習意欲を高める指導方法を工夫し

言語活動の充実を図ることで,知識や技能を生かしながら主体的に学

び続け,確かな学力を身に付けた子どもをはぐくむことができる。

「EEmO捌 「学■菫象を自めるIAJ「学籠 岬

言B4Lすることで知識を身に

付ける活動の工夫

・暉境構成の工夫によるアプ
□―チ

基礎的・基本的な知露・

技能の習得を中心とし

た授業展開

言語化することにより思者を

深める活動の工夫

・言語化することにより思者

力・判断力・表現力を高める

活動の工夫

・学び合い。伝え合いの場の

工夫によるアプローチ

・習椰した知臓・技能の活

用を中心とした,課題解

決のための授業展開

里

か

な

心
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視点 1 学習過程の工夫

視点 2 言語活動の工夫

視点 3 学習意欲を高める工夫



視点 1学習過程の工夫について

基礎的 0基本的な知識・技能の習得を中心とした授業展開

児童生徒 一人一人が,基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け,よ りよく問題を

解決することができるようにするためには,単 元や題材において, どんな場面で, どのよ

うな方法で,ど んな力を身に付けるのかを明確にした授業展開をI夫することが重要である。

授業づくりの柱として 「身に付けさせたい力」を明確に位置付け。そ こに向か うプロセ

スを児童生徒の実態に応 じ,丁事に積み上げていくことを目指 した。

1時間の授業の中で

(中学 1年  数学科の例より)

子どもたちが初めて 「関数」

と出会う。「 ■鼠 Jと いう言葉
について理解してほしい !!

課題に対 して真面目に取 り組む生徒が多い

が,解 決のための労 力に対 してプラス評価 をも

って いる生徒は少な い。

関係性 を見つ け る こ とが容

易な ものを提供す る。

身近なもので『口数Jお

的確 に把 握 した実態

に応 じて,授 業展開がで

きるよう取 り組む。

プロセスを大

切にした授業に

しよう !

生徒が能動的 に授

業へ参加す るための

工夫をす る。

知識の習得を目指して

f,iH l: l t, bn< ,

lIlJ oe*lr*l'r:
なりがちな生徒が多い。

『 ■麟』に意

識を集中できる

授業にしよう 1

xや yの 関係性 を考 えるための例 を挙げ , 一つ一つ

検証していくことで,ど の関係が『■餞Jとなるのか
理解できるようにする。 また,「 関数」の関係にないも

のを取 り扱 うことで,さ らに理解を深めていく。

習得 に向 けた後 半の活 動

を具体 的 に準備す る。
ある数量 〈x)を 決め
ると,別 の数量 (y)が
ただ 1つ決まるとき,y
は xの日■である。

知識の習得



単元を通 して

(中 学 1年  数学科の例  「比例 。|ズ 比例 Jよ り)

比 lal.反 比 lalの 式や グ

ラフの特徴の flll解

1ヒ 例・ 反 1ヒ 例 υ)式

イヒ・グラフ化・々化

関数の概念 の理解

知
識

・
技
能
の
習
得
を
目
指
し
た
単
元
の
流
れ

導入では ,「関数Jと いう言葉 と
の出会いを大切にし,「関数の概念 J

の理解 に迫 る授業 llt開 を工夫 しよ
長方形を具体例に挙げて,比例に
ついて理解させたい。 y=axと い
う式を扱うのと同時に yは xに 比例
するという関係性を大切に扱う授業

展開をしていこう !

身近な ものは活 用で きな い

かな ?教 4{の 窓 を 1を 方形に
'と1/〔 〔 ′l:動 し こみ よう !

縦を同 の Lさ にし、横の 1ミ
さが様 々な 11方 形を用意 して

す[示 してみよう |

比例のグラフ化では,つ まずきが

多く見られる。式化したものをグラ

フ化するときの混乱を軽減できる

ような授業展開を工夫しよう !

ただグラフにするだけでなく,そ

の特徴の理解に i也 ろ授業展開を工

夫しよう ! 式か ら得た数値 を表に し

グ ラ フヘ ,な げ る こ とが で

きるよ う,11動 して みよ う |

着 ult点 をりl確 にすることで ,

グラフか らいろいろな ことが

読み lltオ lる ようにしよう !

比例のグ ラフ化で見 られたつ ま

ずきを生か して 反比例のグラフ化
がで きるよ うな授 来展開を工夫 し

よう !         ___

比例 との類似点を参考にしなが

ら,反 比例の関係を理解 し,式 化
できるよ うな授業展開を工夫 しよ

う !

比例・ |え 比例の式化・ ゲ

ラフ化・ 表化
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2言語活動の充実について

言語化することで知識を身に付ける活動の工夫

これか らの教育のキーワー ドとして ,「 言語」が注目を集めている。人は言語によって思

考 し。人との関係をつくり,感性や情緒を豊かなものにしていく。 言語は 「生きる力」を

支えるものといってよいだろう。

言語活動の充実を図るためには,記録や要約,説 明,論述など,多 様な言語活動を授業

の中に取 り入れていかな くてはな らない。授業の中のあらゆる場面をとらえて,言 語活動

を設定 していくことで,児 童生徒は各教科等がそれぞれにもつ表現方法に慣れ,それ らを

活用 した り, コミュニケーションカを高めた りすることができるようになる。

では,「 知識を身に付ける」という側面か ら考えた言語活動の充実を図るための学習指導

の在 り方はどのような ものになるのか。学習は言葉を通 して理解されていく。そのことを

基本に,身 に付けた知識を 「書く 。話すJと いう活動を中心にして,再度・ 言葉によ り児

童生徒 自身の中に構築 し,よ り確実な知識となるような授業を目指 した。言語活動の量的

な充実のみな らず,質 的な充実も目指 していくことで,言語活動の在 り方を改善できると

考える。

小学校理科の例

6年生「水よう波の性質」より

身に付けさせた

い知識 。技能
炭醸水には二餞化炭

素lf溝けている:.

気体を取 り出すため

の「水上置換法」

― H―



既習事項か ら

。「炭酸水には気体が溶け

溶けている」

と予想

:

どんな気体が溶

けているのだろ

うか ?
キーワー ド

「 気 体 」

水
上
置
換
に
よ
る
気
体
の
収
集

仮
説
に
応
じ
た
実
験

実
験
の
結
果
か
ら
得
た
知
識

炭酸水には二酸化炭

素が溶けている.
知識の習得

「ホ上量機法Jの
技餞習得場面

これか らの学習内容

に必要な技能として,全

員にその技能が習得 さ

れるよう配慮する。

領書の活用

児童か ら出された意見 (言

語化されたもの)を 板書する

ことで,言葉を残すことがで

きる。言語化されたものを目

にすることによ り,知識の習

得へとつながっていく。

仮■ を立て る

言語活動

①実験の計画を立てる

→言語化の場百

・石灰水を利用する

・ ろうそ くを利用する

②実験結果を予測 し,仮 説を
立てる  →言語化の場百
・「もし炭酸水に溶けている

気体が酸素な ら,火 を近
づけると激 しく燃える」

・「もし炭酸水に溶けている

のが二酸化炭素な ら,石
灰 水 を混 ぜ る と 白 く濁

る 」

③実験結果を発表する

→言語化の場面

・「集めた気体に火のついた

ろうそ くを入れた ら,火
は消えた」

。「集めた気体に石灰水を入

れて振ったら,自 く濁つ

た」

④実験結果から分かつたこと

をノー トにきく

→言語化の場面
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視点 3 学習意欲を高める工夫について

児童生徒を取 り巻く学 lli環 境には,教室環境.人 的環境.,1語 環境など様々な

る。その環境は,無 意識のうちに児童′11徒 に働きかけ,学 習効果を1:み 出 してい

られる。

伸lえ ば ,教室環境では,「 既習事項が分か りやす く掲示され,新 たな思考の広が

できる環境」「体感することで学習内容を定着することが “
I能 な環境 J「 調べ学習

一ズに行うことができ,思 なの広が りを期待できる環境」などがある。それ らの

図的に構成されることによ ,́て ,児 童生徒の学習意欲の喚起につなが‐っていく。

環境は,学 lllを 側niか ら支える要素としておさえ. 日常的に働きかけることが

る反面.教師 自身の配慮が不足する場合も考えられる。学習環境にも配慮 した授

することにより.学 習意欲が高まり,知 識・技能の習得へ近づいていくのである

小学校国語科の例

1年 生 「みんなにつたえよう」よ り

ものがあ

る と考え

りが期待

な どスム

環境が意

容 易であ

業を構築

これ まで学 習 した 内

容が ,学 習時 と同様の形

で掲示 され る ことで ,学

習 の振 り返 りが 容 易 に

な る。また ,次 の学習の

見通 しを もつ ことが で

きる。

学
習
に
関
係
し
た
掲
示
物
の
掲
示
場
所

教室の採光 を遮 ら

ないため ,ま た .逆

光によ り掲示物 を確

認するのが困難にな

らないよ う。窓側 に

は掲示 しない。

背面に掲示すると,掲 示物を見たいと思

ったとき,児 童の動作が大きくなって しま

う。そこで,側面を利用 し,掲 示するよう

にする。

掲示物 と離れた場所の座席の児童 も薔

認 しやすい大きさにする。

掲 ′ス物 に 児

童 の 写 真 も

活用 !!
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このような座席の場合。一方向か らの発言が多くな り,発 言する側
と聞く側に分かれてしまう。発言を共有し,そ こからまた新たな発言
を生み,知識を身に付けていく雰囲気が高まらない。

発言に対 し積薔的

な児童 をあち らこち

らにちりばめること

により,一方向からの

発言 になる ことを回

避できる。

そのことにより,発

言する側,聞 く側に分

かれることなく,授業

が進み,全児童が「発

言する側」となる環境

をつ くる ことがで き

る。

発 言を共有 し合 う

空気 も生 まれやす く

なる効果もあり,学習

意欲が高まる。そのた

め,知 識の習得へとつ

ながっていく。

児 童の実態 を把握

している とい うのが

前提である。

贅としての機師の

解決への取組み

葛藤 と克服

「つな ぐ」という教

師 の役割 を明確 に

することで.児 童の

知識 の‐il得 へ とつ

ながる。
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1数学科
「身近な環境の教材化Jによる学目指導の実践

留萌市立港南中学校 府  川  政  史  教諭

2理 科
「学雷菫欲と目的意口をもつた活動を目指すJ学目指導の実践

小平町立 Jヽ平 Jヽ学校 中  村  弘  樹  教諭

3国 語科
「競む。話す。■くをバランスよく配置した摂議構成」による学習指導の実践

留萌市立東光Jヽ学校 滝 本 都 子 教諭



「身近な環境の教材化Jに よる学習指導の実践
～田数の確かな理解を目指 して～

(中 学 1年  数学科 単元名  「比例 。反比例J 全 20時 間 )
日蒻市立港南中学校 府川 政史

1 は じめ に
(1)子 どもの実■
多くの生徒が,授業に真面目に取 り組み,授業で学習 した内容を理解 している。 しか し,
ほとんどの生徒はこちらから与えられた課題を解 くだけで満足 して しまっている。解答を

発表 した り,課題について質問 した りするなどの積極性のある生徒は少ない。
これは,課題を解決するまでの過程の大切 さを実感 している生徒が少ないことと,分数
などの計算を苦手に している生徒が多いためであると考えられる。

本時では具体物を取 りあげた り,長 さを計算 しやすい数に した りすることで,関数への
学習意欲を高め,関 数の概念を理解 させるように した。

(2)単元について
小学校では,と もなって変わる 2つ の数量の関係を表や ことばの式,グ ラフに表 したり,
それ らを使って日べた りした。そ して比例の意味を理解 し,表やグラフでその特徴につい
て学習 してきた。また,中 学校ではこれまでに,数 を負の数まで拡張 し,簡 単な計算をし
た り,文 字を用いて,様 々な数量を式に表 した りしてきた。
これ らの学習を受けて,本単元では,様 々な事象の中から比例 ,反 比例の関係にある 2
つの数量を見いだ し,そ れを表,式 ,グ ラフに表 し,そ の特徴を調べることや比例,反比
例を利用 して,身 のまわ りの問題を解決することについて学習 した。

2 研 究 の 視 点
(1)学■過程の工夫について
本単元の基礎的・ 基本的な知識・ 技能は主に次の 3つ である。 1つ 日は比例 ,反 比例の
式や グラフの特徴の理解 , 2つ 目は比例 ,反 比例の関係を式,表 ,グ ラフに表す こと,そ
して 3つ 目は関数の概念の理解である。

それ らを身に付けさせるために次の 3点 を考慮 した。

1つ 目に生徒に身近でわか りやすい具体例を通 して比例 ,反 比例について考えさせたこ
とである。比例,反比例について考えさせる例の 1つ として長方形の面積がある。長方形
の面積の求め方はほとんどの生徒が分かつていたので,縦や横の長さの関係から比例 ,反
比例について考えさせる最適の例の 1つ であ り,そ うした例を与えると式や グラフの特徴
を理解 しやすいと考えた。

2つ 目に定義や特徴を常に意識 させるように したことである。例えば比例の表 し方は式 ,
表,グ ラフなどがある。比例の式や表について学習するときだけでなく,グ ラフについて
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学習するときにも,「 対応するχとyの 商 y/χ の値が aに なるJこ とや 「χの値が 2倍 ,

3倍 になると,対応する yの値 も 2倍 , 3倍 になるJこ となどを確IBし た。 このように常

に意餞 させることによつて,比例,反 比例の関係を式,表 ,グ ラフに表せるように しやす

くなると考えた。

3つ 目に生徒が解決するときに取 り組む課題を教師がよく吟味 して与えたことである。

例えば, 1桁 の整数など計算 しやすい数からは じめ,徐 々に複雑な計算が必要な数へ とス

モールステ ップで取 り組めるように したことである。特に教科書の例題だけでは様々な問

題を解 くための注意点が不十分であるときは,教師側でそれを補助する課題を用意 した。

こうしたスモールステップを踏ませたことで,特に関数の概念を理解 しやすくなると考えた。

さらに,学習内容について多面的に取 り組ませたことである。例えば比例定数について

学習する場合,「 式で表 したときの決まつた数」とい うことだけではなく,「 χ=1の とき
の yの値J「 χが 1増 加 したときの yの 増加量」 とい うことにも着 目す ると,よ り理解が

深まると考えた。

本時での基礎的・ 基本的な知識は,関 数の概念を理解することである。そのため,まず

身近でわか りやすい具体例 として長方形の窓を取 りあげた。窓を開けることにより,開 け

た部分の面積や周の長 さなどが,窓 を引いた長さの関数になっていることを理解 させるよ

うに努めた。 より多くの関数を見つけることと,逆 に関数でないものを見つけることによ

つて関数への理解を深めることができると考えた。

(2)言■活■の充実について

本単元で身に付ける知識 として,比例,反比例の式やグラフの特徴,座標や関数などが

ある。 これ らの知餞を身に付けるためには,正 しい使い方を様々な場面で,聞いた り,書

いた り,声 に出 した り繰 り返す必要がある。正 しい使い方ができるように次のような段階

をふまえた活動をさせた。

第 1段階として,新 たな知識について関くことである。

本時では,「 ともなつて変わる 2つ の数量の中には関数 とい う言葉を使つて表現 され る

ものがある」 ことを教師が紹介 している場面である。 この段階ではまだ意味が漢然 とした

ままでもいいので 「関数」とい う単語を使つた。

第 2段 階として,新たな知餞について書くことである。

本時では,黒板に書かれた関数についてのまとめを, χ, yや助詞の使い方に注意 して

ノー トに写させた。 この後 ,斉 唱 させることによつて 1つ の知餞の型がつ くられていくと

考えた。

そ して第 3段 階 として,例題を通 して解 き方の説明を理解することである。 この例題は

教師側が主導で解答までの道筋 (解 き方)を しつか り教えた。 これがこれからしばらく生徒

の解き方の道 しるべにな り,黒板にはそのポイン トだけを書いておいた。第 2段 階でつく

られた型を参考に して,数題取 り組む。 この段階では,「 yは χの関数である」とい う文

を読んで χとyの 関係を理解できるように した。

さらに第 4段階 として,例題の類似問題を通 して生徒が解き方の説明をしたことである。

数学的表現を用いて根拠を明らかに し,筋道を立てて説明 し,伝 え合 うのが数学科におけ

る言語活動の特性である。
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本時では教科書の間 1に 取 り組む場面であつた。 自分で判断 して関数 とい う言葉を正 し

く使つて答えられ るように した。また,生徒には解答を黒板に書くだけでなく,そ の解説

も行わせるように した。 どのように考えてその結論にたどり着いたのか説明させ ることに

よって,そ の知識についてより深 く理解できると考えたからである。

(3)学■●歓を自める工夫について
本単元では,座標や反比例など新 しい概念について学んだ り,変城を負の数に拡張 した

りした。 これまで学んできた数 と式 とは異なる領城になるので,な るべ く具体物を話題に

取 りあげていくことで学習意欲を高めていきたいと考えた。特にこの単元では,面積や速

さに関する話題が多いので,図形の変化 していく様子や速 さの式などの掲示物を授業の中

で利用 していつた。

本時では身近にある環境を生か し学習をすすめられるとい うことか ら教室の窓を例題 と

して取 りあげた。また,課題に取 り組む中で必要に応 じて窓のイラス トや長方形の掲示物

などを生徒に提示 して理解の助けとした。

3 単 元 の 目欄
【数学への関心・ 童欲・麟魔】

比例 ,反 比例する 2つ の数量の関係に関心をもち,そ の考えを利用 しようとする。

【数学的な見方や考え方】

様々な事象の中から比例,反比例の関係を見いだ し, 2つ の数量の変化や対応につ

いて考察することができる。

【数学的な表現・ 処理】

比例,反比例の関係を,表 ,式 ,グ ラフに表 した り,そ れ らを利用 して様々な課題
を解決 した りすることができる。

【数量,日形などについての知由・ 理解】
比例 ,反 比例の意味やそれ らの表,式 ,グ ラフの特徴を理解することができる。

-17-



比

例

　

（　
８

）

4 指導計画

【1時間目】

関数について考えよう。

窓を開けるのにともなつてどんな

数量が変化するだろうか。

☆窓を開けたときにできる図形を確認する。

【関】～行動・発言

・関数関係に関心をもつたか。

り,関 数になつ

の求め方を確認

活動計画 (生徒の様子や活動◎ 。支援☆ ) 【評価規準】と視点

□ 囲 □
◎それぞれの対応表をつく

ていることを確認する。

☆長方形の面積や周の長さ

する。

禁 は窓を開けた幅の関数である  I
↓         ↓

yは χ の 関数である     I

◎ ともなつて変化する数量を 「関数 Jを

使 つて表現す る。

☆ χ,yと 助詞の使い方について確認する。

【知】～記録・発言

関数関係の意味を理解することがで

きたか。
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【2・ 3・ 4時 間目】

◎窓を開けた幅から変域について理解する。

☆窓を閉めたときと全開に したときの長さ

や面積について確認する。

比例 について調 べてみ よ う。

縦 7 cD,横 χ cBの 長方形の面積 を yd
とした とき,な ぜ yは χに比例するとい

えるか。

☆比例の特徴 を確認す る。

I::;[:I:II彊:亜
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【知】～記録 。発言

・ 変城の表 し方を理解す ることができ

たか。

縦

【関】～行動 。発言

。比例の特徴に関心をもつて,調べよ
うとしたか。

【考】～記録 。発言

・比例の特徴を考えることができたか。

【知】～記録・発言
。比例の特徴を理解することができた

か 。

【表】～記録・発言

。比例の関係を式に表すことができた

か 。



【5時間目】

平面上の点の位置の表 し方を考えて

みよう。

秒速 3mで 走る人の時間 と距離の関係
を表す グラフをかきなさい。

◎時間 と距離の関係 を式 と表で表す。

☆折れ線 グラフや棒 グラフについて振 り

返る。

1点
Pの座標の表 し方→ P(χ 座標 ,y座標 )|

【6。 7・ 8時間目】

比例 の グラフについて調べてみ よ う。

☆座標の表 し方の確認す る。

☆比例の表か ら座標の組を作る方法を確認

す る。

☆座標の組 をつ くる 2つ の数で 1点 を表す

ことを確認す る。

速 く正確に

グラフを

かく方法は

ないか。
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【考】～記録・発言

・ 2つ の数の組を用いると,

上の点が一意的に表 され る

考えることができたか。

座標平面

ことを ,

【表】～記録・発言

・点の位置を座標 で表 した り,読 み

取つた りすることができたか。

:関 1～ 行動・発言
。比例をグラフに表す ことに関心をも

ち,グ ラフを使 つて比例の特徴を考

えよ うとしたか。

【知】～記録 。発言

。比例のグラフの特徴を理解すること

ができたか。

視

前

返



グラフの形→原点通る直線

a>0→ 右上が り
a<0→ 右下が り
かき方→①通る点を 1つ とる

②その点と原点を通る直線を

,|く

2時間目】

比例 とは違 う変わ り方をす る 2つ の

数量の関係について調べてみ よう。

面積が 12dの 長方形をいろいろつ く
り,縦 と横の長さの関係 を調べなさい。

☆方眼紙を用意する。

◎方眼紙にいろいろな長方形をかいてみる。

◎縦 と横の長さの関係を表にまとめる。

☆長方形の面積の求め方を確認する。

☆変数が小数の場合 もあることを確認す る。

l y=a/χ ―一 yは χに反比例す る
I

【表】～記録・発言

比例のグラフをかいた り,比例のグ

ラフか ら式を求めた りすることがで

きたか。

:考 】～記録 。発言

.グ ラフから比例の特徴を考えること

ができたか。

反

比

例

（

４

）

【関】～行動 。発言

'反比例の特徴に関心をもつて,調 べ

ようとしたか。

【考】～記録 。発言

'反 比例の特徴を考えることができた

か 。

視

提

複

-21-



【3・ 4時間目1

反比例のグラフについて調べてみよう。

☆座標の表 し方の確認する。

☆比例の表か ら座標の組を作る方法を確認

する。

☆座標の組 をつ くる 2つ の数で 1点 を表す

ことを確認す る。

グラフの形→原点対称の双曲線

a>0→ 右上 と左下
a<0→ 右下 と左上

-22-

【知】～記録・発言

・反比例の意味や特徴を理解すること

ができたか。

【表1～ 記録 。発言
・反比例の関係を式に表すことができ

たか。

【関 1～ 行動 。発言
・ 反比例をグラフに表すことに関心を

もち,グ ラフを使って反比例の特徴
を考えようとしたか。

【知】～記録 。発言

・反比例のグラフの特徴を理解するこ

とができたか。

提

【表 1～ 記録 。発言
・ 反比例のグラフをかいた り,反比例
のグラフか ら式を求めた りすること

ができたか。

【考】～記録・発言

・ グラフから比例の特徴を考えること

ができたか。



比

例

反

比

例

の

利

用

1

時間目】

比例,反比例の考えを利用 して問題

を解決する方法を考えてみよう。

☆集めているものや毎 日消費 しているもの

には,どんなものがあるだろうか。

牛乳は何 日

ごとに買え

ばいいんだ

ろ う。

水を節約 し

たら 1年 で

どれくらいに

なるだろ う。

:関 】～行動・ 発言

・比例,反比例の考えを利用

を解決 しようとしたか。

して問題

【考】～記録 。発言

。比例,反比例の考えを利用して,見

通 しをもつて問題を解決することが

できたか。
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5 本時 の 実 際
(1)本 時の日憬
〇 1対 数について理解することができる (数 量,図 形などについての知識・理解 )
〇 ともなって変化する 2つ の数量の 1対 係を調べようとする (数学への関心 意欲 態度 )

(2)本 時の展開 (1/20時 間 )

導

入

5

分

関数 について考え よ う。

展

開

2

5

分

これか ら取 り組 む課題 を知 る。

各 自,課 題 に取 り組 み ,変 化す る数 量を

さらに 3つ 探 した。

☆窓 を開 けた幅が変わ るの に

て ,変 化す る様 々な数 量 と

たもの を ノー トに書 くこと

(関・ き 。態 )

と t)な っ

して考え

ができた。

′1:徒 の活動 支援 〇・ 評価☆の実際

縦 1 4 0cm,横 6 0cmの 窓があ ります .

この窓 を開 ける幅 を変 えるの に ともなっ

て ,ど んな数 量が変化 しますか .

2枚のガラスが lllな った

部分の大きさも変わりそ

うだなあ。

全体で題意を把握.

窓を開けていくと,

開けた部分の面積が

大きくなります。

窓を1用 けると, どんな

数賦が変化 しますか ?

教室の温度が

ドがるかな ?
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課題 に対す る「:分 と

自分や他 の 人が 発表

か ど うか を I11断
=

ての 考えを発表

た 考えが 正 しい

窓 を 2 0 cml用 けた とき

値について 考えた,

あ る数 崚〈χ)を 決 め る と ,

ただ 1つ 決 たる とき,yは

とい うこ とを知つた。

○長方形の面積や周の長 さの求め方を

掲示物などを利用 して確認

☆ 自分の考えを発表 した り,自 分や他

の人が発表 した考えが窓を開けた lll

にともなって変化するか どうか調べ

た りしようとしていた。(関・意・態 )

0発 表 liさ れ なか ったが

出ていた意 見の紹 介
't間

指導 で

〇「開 けた幅 」と |1用 けた部分の直i積 」で

関数の 表 し方の例 を黒板 に提示

し

し

重なってない

自;う)″)lAi f責

重な ってない

部分の幅

liの それぞれの

別の数 最 (y)が

χの関数 であ るま
　
レ
一　
め
　
２
　
０
　
分

t ∧∧′4田 ,.._占
`i′
,、 H“ ガ′′ 七 ア     l

i aoは 肌ュム般 の関数である    i
ミ ↓  ↓             ミ

l y1lχ  の 1対 数で′)る       |

・関数であるとい う表現をメFに 出 した。

開けた部分の面積 (y)を 他の数 量に置 き

換 えて ,「 1対 数」 を使 って表現 した。

llllけ た部分の面積は,開 けた

幅の関数である。
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「開けた幅 Jと 「(関数になっている部分 )J

で関数の表現をノー トにいくつか書いた。

関数関係になつていないものを理解 し,

関数でないとい う表現を声に出 した。

関数でないものについて 「関数でない」

い う表現をノー トに書いた。

教科書 (補助教材)P.8間 1の 問題に取 り
組み,様々な事例について,関 数かどうか

判断 した。

○関数関係にないものを黒板に提示

☆教科書の問題に取 り組み,様々な事

例について関数の条件にあてはまる

か どうか判断することを通 して,関

数の意味を理解することができた。

(知識 。理解 )

・重なつた部分の幅は,

開けた幅の関数である。
・重なってない部分の面積は,
開けた幅の関数である。
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6 成 果 と課 題
(1)学習過程の工夫について
～基礎的・基本的な知■・機能の目得を中心とした授菫晨開～

[成 果 ]

・ 基礎的・基本的な知識・技能 を明確に し,そ れ

らの習得に向けて既習内容を生か したわか りや

すい課題か らスモールステ ップ させてい く授業

展開は,理解 を深めるために有効であることが

わかった。

[課題 ]

・ 基礎 的・ 基本的 な知l識 や概念 の場合 ,全 体 で確

認す る ことを明確 に した り, 一般化 した 言葉 を

用いた りす る授 業展 開が必要であ る。

(2)言 語活動の充実について
～言薔化することで知■を身に付ける活動の工夫～

[成 果 ]

聞 く,書 く,声 に出す ,説 明す る とい う言語活 動 を 4段

階 に分 けて取 り入れ た ことで ,初 め て学習 す る関数 につ

いて の概 念 が よ り身 に付 きやす くな った。

決 ま つた型 を 声 に出 して話す こ とは ,知 識 を身 に付 け る

有効 な活動の 1つ である ことがわか った。

[課 題 ]

・ 決 まつた型 だ け で な く , 自分 の 考 え

や 思 い をわ か りや す く伝 え る こ とに

も IIt点 を置 い て取 り瘤lん で い く必 要

があ る。

・ 声 に 出す 活 動 は ,生 徒 が取 り組 みや

す く,飽 き させ ない よ うに テ ンポ を

よ く した り,い ろい ろなバ リエー シ

ョンを用 い た り, ■夫 した取 り組 み

を考えたほ うが よい。
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(3)学 ■意歌を高める工夫について
～■境●成の工夫によるアプローチ～

[成 果 ]

・ 生徒に とつて身近な窓 とい う教室環境 を利用す る

とで ,課 題 に取 り組みやす く学習意欲 を高めるこ
ができた。

[課題 ]

。例題 として取 り上げた窓は座席によつて見えづらく,

具体物を使 うよさが充分生か しきれてなかつたこと

か ら,具体物のわか りやすい提示方法や環境 を生徒
の視点に立って考える必要がある。

）
）

と

t゛ tζ oit翠、卜、嘔tl
Ukや 1鮨dE#■くktてヽ

、豪、颯
=哺
ζ

、もかしたにh■亀),膚ζ

Rず｀入3■1

長号ル●■

t

～実ほの生籠のノー トより～
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「学習意欲と目的意識をもつた活動を目指すJ学目指導の実践
～予想→実験→結果から、確かな知臓の習得を目指して～

(小学 6年  理科 単元名「水よう液の性質」全 16時間 )
小平町立小平小学校 中 村 弘 ●

1 は じめ に

(1)子 どもの実■
どの教科で も,決 められた課題に対 して真面目に取 り組 もうとする学習意欲が学級

全体に見 られ る。また係活動や委員会活動 ,当 番活動で も最高学年 として与えられた

仕事を責任をもってやろ うとす る気持ちが強 くなつてきている。

理科に関 しては,実験に意欲的で楽 しみながら活動することができる。 しか し,実

験の結果 (現象 )に 目を奪われ ,そ の結果か ら何がわか り,ど んなことが導き出 され
たのか的確に把握 している児童は少ない。

(2)単 元について
第 5学 年の 「もののとけ方 Jの 学習で ,物 を水に溶かす活動を通 して,物 が水に溶
けるには限度があることや ,水 の温度の違いによつて溶け方が変わることな どについ

て とらえている。 しか し,水 溶液を互いに比べた り,水溶液には どのような性質があ
るかについて考えた りす る経験はほとん どない。本単元では,水溶液を見分けるため
に ,色 々な方法を考えた り,水溶液に溶けている物や水溶液に溶けた金属について さ
まざまな視点か ら追求 した りす る力を付けることを目的 としている。

そこで本単元では ,既習事項を思い出 しなが ら学習を進めた り,予想 した りする部
分と,新 しい学習事項に関 して教えるところは じつか り教えてい く部分を明薇に し ,
学習を進める。新 しい学習事項は,次 の実験につなげるための知餞 として教え,単 元
を通して児童が次の実験への必然性 を感 じ,結果を予想 してい くよ うな連続性のある
学習に していきたい。

また,身 の回 りの水溶液の性質を調べ る活動を通 して,身近な物にも目を向け,科
学的にとらえる力や科学への関心をもち続 けられ るよ うにはた らきかけていきたい。

中学校では,酸 素 ,二酸化炭素を発生 させ る方法を学習 し,さ らに別の気体の性質
を探る学習がある。本時の学習は中学校へのつなが りを考え,既習事項の酸素の性質 ,

二酸化炭素の性質を再確 IBす る学習の場でもあると考えている。

研 究 の 観 点

(1)学■過程の工夫について
理科の学習の特性から考えて,知嗜は教師側から一方的に教える学習ではなく,実
験結果からわかつたことを一般化 して知崚 として習得する授業を,単元を通 して目指
した。また,こ の単元における技能に関 しては リトマス紙の使い方,ス ポイ トの使い
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方 ,水 上置換法のや り方等がある。そこで しつか りと教えるところは教えてから,そ
れ らの技能を生か した活動に取 り組ませ るように した。

今回の授業を考えると,習 得す る知餞は “炭酸水には二酸化炭素 (気 体)が溶けて
いる"と い うことであつた。それは “二酸化炭素は石灰水 とまざると自くにごって反

応する"“ もし酸素な ら火を近づけると激 しく燃 える"と い う既習事項を生か して新

しい知識を習得す ることができると考えた。そ こで ,ス ムーズにそれ らの既習事項が

思いつ くよ うに 「もし二酸化炭素な ら」 といつた言葉がけを意図的に行いなが ら前時

までの授業を進めていった。

また習得す る技能 は “水上置換法 "で ある。水上置換法はこれ まで取 り組んだこと
のない児童には初めての方法であるため,そ の方法の 目的や ,や り方は しっか りと事

前に教えた。授業の中では,知 餞を習得するために必要な一つの実験の技能 として位

置付けた。

理科における学年の発達段階の特性において,実験を計画的に行 う条件制御の能力

だけでなく,現象の変化や働 きについて も規則性 ,関 係 を推綸する能力を育成す る必

要があることも考え,学 習過程の予想 (推治 )の 部分や実験の部分は大事に扱いたい

と考えた。

(2)■目活■の充実について
単元を通 して,実験の目的→そのための方法→予想―実験→結果→結果からわかつ

たこと (新 たな知識 と次への疑問),と い う過程を明確に して授業を進めていつた。

そ して,そ れぞれの過程の中で言語化 して書く,ま たは声に出すことで自分の活動の

目的や 自分の考えをはっきりさせた り,知識を確実に習得 した りすることができると

考えた。

特に本時 とのかかわ りでは,予想の部分を大事に した。前時の段階で “炭酸水には

気体が溶けている"と い う予想から,気体とい う言葉をキーワー ドに,既習事項の気

体である酸素,二酸化炭素をイメージする。そ して本時の実験の 「もし炭酸水にとけ

ている気体が酸素なら,火 を近づけると激 しく燃 える」 「もし二酸化炭素なら,石灰

水とませると白くにごる」へ とつながる。そのように 「もし～なら,～ になる」 とい

う見通 しを言語化させることは,本時で習得する知識につながるので, しっかりとノー

トに書かせた。

(3)学口菫歓を目める工夫について

教室環境で気を付けることは,前時までの学習の流れ とその様子が見えるように工

夫することであつた。そ うすることで,習 得 した知識を確認できるだけでなく,次ヘ

の課題や疑間等の思考の流れが整理できるからである。

また,実験で使 う道具にも気を配った。炭酸水は身近で手に入るような物を使用 し

た り,演示実験では視党や聴党にもうつたえるような実験装置を用意 した りすること

で,学習意欲を喚起することを期待 した。

― ∞ ―



4

第
　
一　
次

水

よ

う

液

を

見

単 元 の 目欄

(1)総括的ロロ
いろいろな水溶液を使い,そ の性質や金属を変化させる様子を要因 と関係付けなが

ら調べ,見 いだ した問題を多面的に追求する活動を通 して,水 溶液の性質やはたらき
についての見方や考え方をもつようにする。

(2)員体的ロロ
自然事象への関心・意欲・態度

①同じように見える水溶液の見分け方に興味をもち,進 んで学習に取り組もうとする。

②水を蒸発させると何も残らない水溶液について興味をもち,進 んで調べようとする。

③水溶液を金属に注いだときの様子について興味をもち,意 欲的に調べようとする。

科学的な思考

①炭酸水に溶けている物について調べたいくつかの結果を結び付けて考え,結綸を
導き出す ことができる。

②塩酸を金属に注いだときの様子について既習事項などをもとに自分な りの考えを

もつことができる。

③いろいろな水溶液について,性質の共通性 と差異性を多面的に考えることができる。
観察 。実験の技能・表現

①実験に使 う器具や指示薬などを正 しく扱いながら,水 溶液の性質を調べることが
できる。

自然事象についての知識・理解

①水溶液には,酸性 ,ア ルカ リ性 ,お よび中性のものがあることを理解することが
できる。

②水溶液には,気体が溶けているものがあることを理解することができる。
③水溶液には,金属を変化させるものがあることを理解することができる。

指導計画

【1・ 2時間目】
。塩酸 ・炭酸水 石灰水 アンモニア水 食塩水

:関・意 。態】～行動観察 。発言分析

。既習事項を生かして,意欲的に見分

ける方法を考えることができるか。

8活動

【3・ 4・ 5時間目】

◎確かめてみよう

活動計画 (児童の様子や活動◎・支援☆) 【評価規準】と視点

5つの水溶液を見分けるにはどんな方法があるだろ

食塩水なら蒸

発させると,

結品が出てく

るかな?

石灰水なら

二酸化炭素

を入れると,

自くにごる
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分

け

る

（

五

）

¨
第

一
一
次

水

よ

う

液

に

と

け

て

い

る

も

の

（
〓
一
）

酸 性    中 性    アルカリ性
◎蒸発乾固させても何も残らなかった,炭酸水と塩酸

は酸性なので,見分けがつかない。

☆ムラサキキャベツの抽出液で見分けてみよう。

赤―ビンクーむらさき―きみどリー黄色

酸性 (強)← ― 中 アルカリ性 (強 )

リトマス紙等を使 うと,水溶液を酸性 ,アルカ

リ性,中性の 3つに分けることができる。いろん

な方法で水溶液の違いを見つけることができる。

【1・ 2時間目】

水を蒸発させても何も残らない塩酸と炭酸水とアン

モニア水には何が溶けているのだろうか

■L

器具や試薬等正しく使い実験するこ

とができるか。

【知 。理】～発言分析・記録分析

水溶液には,酸性,アルカリ性,中

性のものがあることがわかる。

カ リ性

ムラサキキャベツの抽出液で,酸性 ,

アルカリ性,中性を調べることがで

きることがわかる。

とでの

【関・意 。態】～行動観察 。発言分析

何も残らなかった水溶液に興味をも

ち,進んで調べようとする。

【科学的】～発言分析・記録分析

炭酸水に溶けている物について調べ

たいくつかの結果を結びつけて考

え,結綸を導き出すことができる。

◎見分けられる水溶液と,そ うでない水溶液がある。

☆リトマス紙でなかま分けをしてみよう。

青→青

赤→赤

性 一
↓

青→赤

赤→赤

青→青

赤→青

た

炭酸水には何が溶けているのか調べてみよう

水の中で集 める と,泡 が

見えてよさそ うだ。

◎集めた気体に線香を入れたら消えたよ。

◎石灰水を入れたら白くにごつたよ。

◎気体検知管で測つてみたよ。

炭酸水の中には二酸化炭素が溶けている
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一　
第

一二

次

水

よ

う

液

と

金

属

（
六

）

食塩のように水を蒸発

させると,鉄が出てく

るのではない力?

水を蒸発させても,何

もでてこないのではな

いか?

13時間目】

☆塩酸には塩化水素,ア ンモニア水にはア

ンモニアという気体が溶けている。

水溶液には気体が溶けているものがある

【1・ 2時間目】

☆色々な水溶液を金属に注いてみよう。

◎塩酸は金属を溶かしているようだ。

◎試験管の中にまだ残つているのかな。

◎抱と一緒に出て行つてしまつたのかな。

【知 。理】～発言分析 。記録分析

・水溶液には,気体が溶けているもの

があることを理解することができる。

【関・意・態】～行動観察 。発言分析

・水溶液を注いだときの金属の変化に

ついて興味をもち,意欲的に取り組

もうとしている。

:科学的】～発言分析・記録分析

。これまでの学習経験を活用しなが

ら,塩酸に溶けた金属について自分

なりの考えをもつことができる。

【技・表】～行動観察・記録分析

。実験器具の扱いや実験の操作を正し

く行うことができる。

【科学的】～発言分析・記録分析

これまでの学習経験や実験して調べ

た結果をもとに,金属が溶けた塩酸

について自分なりの考えをもつこと

ができる。

【3・ 4時間目】

◎もし試験管の中いっばいにあるなら,食塩の時のよ

うに水分を蒸発させたら結晶が出てくるはずだ。

スライ ドガラスに一滴取つて調べるといいね。

◎確かめてみよう

◎スライ ドガラスに粉が残つたぞ。

一体これは何だ ?

【5・ 6時間目】

出てきた粉は,も との鉄かどうか日べてみよ う

ことを曾語化
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酸 化 ナ トリウム水溶 液 は , どん な は た らき

あ るのか調べてみ よ う.

◎ ()し 鉄なら

視点2 予想を言語化

【技・表】～行動観察・記録分析

実験器具の扱いや実験の操作をliし

く行うことができる.

【知1・ 理】～発言分析・記録分析

水溶液には金属を変化させるものが

あることを理解することができる。

視点2 知癸からわかったことを言語化
視点 1 知織の習得

◎水酸化す トリウム水

があるのかな?

金属を溶かすはたらき

【科学的】

,想を確かめる実験を行い,調べた

結果から結論を導き出すことができ

る .

◎塩酸と同じように実 つ 。

水酸 化 ナ トリウム 水溶 llkは ,ア ル ミニ ウ′、
視点2 鎌 からわかつたことを言語化
視点1 知繊の習得

【科学的】

いろいろな水溶液について,性質の

りt通性と差異性を多面的に考えるこ

とができる。

◎リトマス紙やムラサキキャベツの抽出液を使って水 視点3 身の回りの水溶液を使う
溶液のなかま分けをしてみよう ことで意欲化をはかる

↓
酪

↓
験 してみ よ

一
弾

力

的

な

扱

い

″

身 の「1り の水溶 液 に

り性 の性 質 が あ る。

iが 違 う

も, 酸性 , 11:性 , アル

その性 質 11合 わせ て使 し

でσア′習 を′11か して , 身 の ::llり の

調べ てみ よ う

☆確かめてみよう

‖1て きた 日い 粉 は で,と の 金 属 とは 違 う。 塩 麟

まも との /f/・ 属 を ,別 の 物 質 に 変 え る は た ら き

あ`る

ヒ :lい と |
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5 本時の実際
(1)本時の日標
〇 炭酸水に溶けている物について調べたいくつかの結果を結び付けて考え,結論を導き出すこ
とができる                           (千 ツ′r灼な思ち)

〇 炭酸水に溶けている物を確かy)る ために,意欲的に実験しようとしていろ
(供l心・意欲・態度)

(2)本時の晨口 (7/16時 間)
児童の活動 支援じ・評価☆の実際

う)

0

3

0

導

人

展

|‖

ゝ
Ｊ

・ 由fi時 1でのた1動び)む貶り返 り

炭酸水は,本発乾lllさ せ
て 1,何 も残 りませんでした.

では,炭酸水には何が溶け
ているだろうか?

「

Ｉ

葛べょぅ ‖
[雌
雄¨

・
111日 1験キ                                ‐ヽ‐′

tヽるかを
il 、

　

発

＝

　

ノ

，
　

σ

り

験

た

実

し

　

，

表

で

き

と制け」」
搬一一̈
ｒｉｌ′ｋ

溶 |ナ ている気体を

想 しよう
「t,し ～な「り～だろう1

という「卜き方で, 実験

方法を考えよう。
ノ

r

〇既習 した気体を考えさせなが「,ノ ー

「
 想

・実験 方法の確認

:もし際なら火のつ¬
いた物を入れたら,燃
えるた思います。

・ (,し 1酸化炭素なら,

イi灰水を入れたら,「 l

く|こ ごると思 tヽ ます

・ t,し 窒素やなぞの気体

な r,,酸素ゃ 1酸化炭

素でやった実験に |ズ応

がないと思います

卜に書かせた

O実験結果かす,何がわかるのか確認 し
ながら,.卜 前に立てた ,想を発表さ

せた

Oプ ロジェクターを使って方法を映像
と説明で確認 特に注むするところ
は強調 して見せた

“

.
祖点 1 技能の習得
スムーズに実験できるように,

水上置換法のやり方と用途を教

えた。
ノ

Ｆ

Ｊ

ヽ

ヽ

ヽ

ノ

ヽ

泡 をためる駄に

'I意
.

素 1ヽく ふ たを してひ つ

くり返そ う

ヽ ノ
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実 験  )

水 11置 換法 で炭酸

水か ら出てい る泡

(気体)を集めた。

結果とわかったことをノー トにまとめた。
グループごとに黒板に書いて発表.

ま

と

め

１

０

分

(trl'"t::r )
炭酸水には二酸化炭素が溶けている。

「蒸発乾固させても何も残らない水溶液には,気体
が溶けているのかな。」

☆実験方法の注意ポイン トを意識 して

声に出 しながら,意欲的に実験をし
ようとしていた。 (関・意・態 )

○わかったことを書けない子には, 予
想の 「1)し ～であるJを想起させな
がら,結果から何が導き出されたの
か考えさせた。

☆実験結果からわかったことをノー ト

に書いたり,発表したりすることが
できた。 (科学的な思考)

O気体検力l管を使って二酸化炭素が存
在 していたことを教師が示して見せ

た。

○ペットボ トルに水と二酸化炭素を入
れてふると,炭酸水ができることを
演示実験

をして見せ

た。

集めた気体に ,

人のついた

ろうそくを

いれ てみ よ う。

石灰水を入れる

と ど うな るか

な?

集めた気体に

石灰水を入れ

ると白くにご

りました。

火のついたろ

うそくを入れ

ると、火は消

えました。

フ
イ`
言薔化と知自の習得

らわかったことを導きだし,言語化す
ることで確かな知識の習得を図つた。

「
集めた気体に火のついたろうそくを入れたら,火は消えた。
1集めた気体に石灰水を入れてふったら, 自くにごた,J
「気体検知管で二酸化炭素の存在がはっきりわかった

=J
これで 1酸化炭素の

rF在がはっきりしたね。

次時の予告
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6 成 果 と裸 題
(1)学 習過程の工夫

～知腱・技能の目得を中心とした授彙■□～

[成 果 ]

・授 業の最初に一人一人に気体を 予想 させ ,そ の予想か ら実

験 方法を考える授 業の流れ を意識 して行 った ことで ,「 炭

酸水には 1酸 化炭素が溶けている」 とい う知識を習得す る

ことができた。 また授業終盤の演′ヽ実験 も知識の習得に効

果的だった。

演 ′Iて では な く,プ ロジ ェ ク ター を使 つて水 L置

換 法 を映像 で 子 ど もに 見せ ,注 意 ポイ ン トを確
認 した ことは技能 の習得 に効 果的 だ つた。また ,

映 像 をいつ で も見 える よ うに した こ とで , rど

もは実験 を しなが ら手順 を確 認 し, 自分 た ちの

や るべ きことを しっか り把握す る ことが できた。

[課題 ]

・ 習得 した技能の水 L置 換法 を

(自 己評価 1)含 め て)が な く
った。 また,技 能 を習得す る

準備 す る等の働 きか けの 工夫

(2)言 日活動の充実

正 しくで きたか ど うかの評価

,授 業の 中でふれ た方が よか

な らば実験器 具を 自分 た ちで

も必要だ つた。

～言語化 による知■の 目得 ～

[成 果 ]

・ 予想 の場 面 で 「も し～ だ った ら～ だ ろ う」 とい う発

表 の型 に あわせ る こ とで ,子 ど もた ちが 今 後 ,何 の
た め に何 をす るの か 明確 に な って い った。 また , 予

想 や 方法 を交流 しあ うこ とで ,他 の 考 えに触 れ る場
面がで きた。

・ 結 果や わか った こ とを書いた り,発 表 した りす る場 面
では ,何 がわか ったのか曖味 だ った rど もも,言 語化
す る ことで明確 にな ってい る様 rが 見 られ た。 また ,

わか った ことを何 人かの子 どもに発表 させ た ことで ,

知識の定着 につなが った。
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[課 題」

(3)学 目意歓を高める工夫
～暉境構成の工夫による意欲の向上～

[成 果 ]

・掲示物 を活用 して市j時 までの授 業の流れをスムー

ズに想起 させ ,本 時への学習意欲の高 まりを感 じ

させ ることができた .ま た,プ ロジェクターを活

用 し,実 験 手順 を確認 した り,い つで 1ゝ 映像を見

られた りできるよ うに ll夫 した ことは ,学 習意欲

の高まりを遮ることのない活用ができた .

・ 実験結 果の 発表の型 を決 めた ことで ,逆 に 言語能 力

を活用す る機 会を狭 めて しまつた。 発表の型 を決 め

る ことは , 支援 の必 要な rど もへの助 けや ,確 実 に

知識 を身 に付 け させ るための イ「効な 手 tと な りうる

が ,そ の状況に合わせ て決 め る必 要があ る ,

身 近に売 ,́て い る炭酸 水や飲料 水 を使 うことで , rど

t)た す)の 興味・ 関心 を引 き出 し実験 に取 り尉liせ る こ

とがで きていた  さすりに ,そ うした実験 道 ltを 使 い ,

rど もが意欲的 に実験 へ向か うよ うに教師 の働 きか け

をテ ンポ よ く行 うことがで きた .

クターは , 日常的 に使 うに

また ,掲 at物 を授 業の ど

番効果的 なの か ,検 ドヽ1す

[課題 ]

・ 今いl活 用 した プ ロ ジェ

は 準備 等 の 困難 が あ る

の場 直iで 活 用す るのが

る必 要があ る。

―

“

―



「読む・話す・■くをバランスよく配置した授業構成 J

による学目指導の実践
～身ぶ りについての説明文の確かな理解を目指 して～

(小学 1年  目語科  単元名「みんなにつたえよう」 全 23時 間 )
日南市立東光小学校  滝本 椰子

`ま

しめ に

(1)子 どもの実■
一番好きな教科に 「国語Jを挙げる児童が多く,そ の理由として 「新 しい漢字を覚
えるのが楽 しい。」「読むのが楽 しい。J「練習して,字がきれいになるのがうれ しい。」
などがある。新 しい学習との出会いを喜び,そ の活動に一生懸命取 り組もうとする姿

がどの活動においても見 られる。できるようにな りたいという気持ちを強 くもってお

り,それが学習へ向かう意欲になっている。

また。継続 した学習に対 しては,「今 日は00や るんだよね。」 という声が挙が り,
学習に見通 しをもつ力もついてきている。

まだ言葉のかたまりを感 じて読むことが難 しい児童,発言に積極的でない児童,漢
字の定着に時間がかかる児童.話 を聞いて理解する前に自分の思いで活動してしまう

児童など,さ まざまな児童がいるが,隣 同士,グループ,学級全体の助け合いの中 ,

学習を進めていく学級の雰囲気があり,そ の学級の力により,学習事項の定着が図ら

れている。

(2)単元について
1年 生にとって,学習活動そのものが楽 しく興味のわくものである。そして,繰 り

返 しその活動を楽 しむことによって,満足感・成就感を得ることができるという特徴

がある。 また,学習活動中の会話も語彙の獲得とともに活発なものとなり,一生懸命

自分の思いを伝えようとする。 しか し,そ の思いが強いほど,感 情が先走 り,上 手く

伝えられないのもこの時期である。

このような 1年 生の発達段階をふまえたとき,児 童の日常生活に密着 した身ぶ りを

使ったゲームを取 り上げ,実際に体験することによって,身ぶ りというものを意識さ

せることは,児 童の興味 。関心を沸き立たせるものである。ゲーム体験の後,身ぶ り

のはたらきについて,説 明文を通 して学ぶ ことにより,た だ単に「楽 しい。」という身

ぶ りのゲームから,さ まざまな役割 と意味をもつ身ぶ りについて考えることになる。

今まで無意識に使つていた身ぶ りや。人に伝えたいことをよりはっきりと伝えること

ができる身ぶ りに効果について,考えを深めていく。さらに,説明文を読んで理解す
ることにとどまらず,実際に自分たちで身ぶ りを使つたクイズを作る体験をすること
で,理 解 したことを活用 し,伝え合う力を伸ばすことができると考える。

様々な身ぶ りをつかった遊びによる導入は,単元全体の導入として位置付けられて
いる。身ぶ りに対する興味をここで十分に高め,説 明文の学習に移 りたい。例や挿絵
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を活用 しなが ら,内 容理解を図 り,学んだことを生かす活動として最後にクイズ大会
を行 う。今までの学習で取 り上げ られた り,生活科の学習で触れてきた りした生き物

を題材とすることで,児童の生活体験 とつなげていけるよう配慮 したい。
この活動では,様々な身ぶ りを工夫 し,相手に分か りやすく伝えるという意味で ,
学んだことの日常化を目指 している。

研 究の観 点

(1)学口過程の工夫について
単元構成が,身近な身ぶ リゲームから始めて児童の学習意欲を高め,そ の後,説明

文へつなげて理解を深め,学んだことを基に自分たちでクイズを考え,身ぶ りの働き
について体験するという形になっている。

そこで,導入で十分に学習意欲を高めることが重要であると考えた。ただの身ぶ り

を使った遊びで終わることなく,「 身ぶ りっておもしろい。」「身ぶ りで伝えることが

できるんだ。Jと いう体験が,次の学習へとつながっていくよう配慮 した。
そして,「身ぶ り」についての説明文を学習するにあたっては,説 明的文章を音読で

きること,挿絵 と文章の内容を結び付けながら読み取ることができること,具体例に

基づき,自 分たちの使ってきた身ぶ りについて話すことができることの 3点の定着を

目指 した。音読練習は繰 り返 し行 うことが必要である。 しかし,同 じことを何度も繰
り返していると集中力が散漫になるので,家庭学習での音読練習をはじめ,学習の中
では,一人読み,列読みなど変化を常に入れなが ら練習できるようにしていった。説
明文では,身ぶ りの挿絵がいくつも紹介されているが,動作を絵で表 していることか
ら,動 きの一部を表 しているに過ぎない。そこで,挿絵の動作化を通 して,挿絵と文
章の内容の一致を図っていくようにした。

本時では,説明文の型が段落ごと,似たような型になっていることを利用 し,前時
までに学習してきた内容を基に,子 どもたちが見通 しをもち,活動に取 り組む中で上

記の 3点 を身に付くことができるようにしていった。

最後の身ぶ りを使ったクイズづくりでは,学習してきたこととつなげることができ
るよう常に働きかけていくことを心がけた。学習の継続性を押さえることで,子 ども
たちに学習事項が確実に定着 していくと考えた。

(2)●■活働の充実について
国語科の言語活動は,様 々な活動が列挙される分,一つ一つの活動に合わせ,言語
活動を選択 し,それ らを意図的に取 り入れ,指導事項を身に付けることができるよう
配慮していく必要がある。

本単元の話す こと 。聞くことの教材では,話す機会の保障のためグループでの活動
を多く取 り入れていった。必ず言葉にして,相手に伝えるということを大切にした。
ゲーム性のある内容となっているので,自 発的に話す機会が多くなり,善段から積極
的に話す児童が日立つことが予想される。小グループにしても,ルールに則つた中で

しか発言 しない児童もいるので,そ のような児童に対し,強 く働きかけていった。そ
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うすることで,一 人一人が言葉を発する機会を増やす ことができた。

読むことの教材でも,意 図的な音声化を意識 していった。授業の中では,全 員が声

に出さなくても学習が進んでいくことがあるが,意 図的に「全体で声に出し確認するJ

ことを継続 しているところである。言葉にすることで学んだことが定着できるように

していった。

本時では,音 読をしつか りと行つたあと,文章の内容と自分の経験 とを結び付けて ,

自分の思いや考えを話せるような場を設け,話すことで身ぶ りのはたらきについての

理解につなげていった。また,身ぶ りについての特徴をノー トに書き,読み取 りを薇
実にした。読む,話す,書 くがバランスよく 1時 間の中に組み込まれるよう。授業の

構成に配慮 した。

(3)学口菫歓を目める工夫について
教室環境を整えるにあたり,掲示物の活用を図つた。本単元は 「身ぶ り」について
学ぶという内容から,掲示物にも言葉だけでなく挿絵を加えることで,児 童に分か り

やす くなるよう工夫した。

また,説明文の段落ごとに型が似ているという特徴を生か し,そ の掲示物のまとめ
方を見て,本時の学習や次の学習の見通 しをもてるようにすることで,自 ら学ぶ意欲
につなげていった。 さらに,ノ ー トに書くときにもその継続性を利用 し,自 分で次に

何を書 くとよいか見通 しをもてるようにした。

話す場面を設けるにあたっては,座 席の配置を工夫することで積極的に発言できる
児童の活用を図ることができるようにした。友達の意見を聞くことで学習内容が理解

できたり,理解が深まったりするが,発言の多い児童の座席が近い場所にかたまると,
学級全体として発言する,ま たは聞くという空気が生まれにくい。いろいろな場所か

ら意見が出ることで,そ の雰囲気に合わせ,発言が少ない児童も自分も話そうという

気持ちになったり, うなずきが生まれたりすると考える。学習へ向かう雰囲気づくり

も大切な環境である。

そして,そ の時間だけにとどまらず,次の活動も見通 した環境構成を工夫した。本
時は,説明文の内容を学習する場面であるが,そ の学習を生かし,次 は生き物クイズ
を作る活動がある。 この学習に入る前の段階から,教室には生き物に関係する図書を
置き,手 に取ることができる環境を整えておく。学習に向かう外的刺激を意図的に取
り入れることが,学習意欲の向上につながっていくと考えた。

単元の 目■

身ぶりについて読んだり,身ぶりを使って話したりして,よ りよい伝え方を考えるこ
とができる。

【関心・意欲・態度】

身ぶりについて理解し,身ぶりを使って楽しく表現しようとする。

【話すこと 。聞くこと】

知らせたいことを選び,身ぶりを使って分かるように話す。また,相 手の話を興味を
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もって聞き,内容を理解することができる。

【読むこと】

事柄の順序に気を付けながら,身ぶりの特徴について読み取ることができる。

4 指導計画
主の学習活動と児童の様子0・ 支援☆ 【評価規準】と視点

3

つ
　
か

む

身ぶ りを使ったゲームを しよう !

0身ぶ りをつかった遊びがあることを知る。

Oジ ェスチャーゲームやその他の身ぶ りを使ったゲ
ームをする。

O身ぶ りについて知っていることや,身 ぶ りを使った
遊びの経験について話す。

☆グループ活動にすることで,発 言の機会を保障
し,多 くの児童が楽 しく活動に参加できるように

する。

身ぶ りを使

つたゲームは

楽 しいね !!

【関・意・ 態】

身ぶ りをつかったゲ

ームに楽 しく参加 し,

活動 している。(行 動観

察・発言 )

【話す 。聞 く】

話を最後 まで聞いた

り,分 か らないことは
質問 した りすることが

できる。 (発 言・態度 )

追

求

す

る

0全 文を読み,身 ぶりについて思つたことや考えたこ

とを発表する。

Oす らすらと読めるように音読を練習する。

05つ の形式段落に分ける。
☆一字下が りの ところが分ける

を伝える。

卜に な る

【関 。意・態】

身ぶ りについて , 自

分な りに思つた ことや

考 え た こ と を話 した

り,書 いた りしている。

(発 言・ ノー ト)

●●思 0     ~ ~~‐
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身ぶ りには どんな特徴があるか考えよう !

0形式段落ごとの音読練習。

形式段落 1-～

手を振る身ぶ りについて考え

る 。

0挿絵にある身ぶりを動作化する。

☆複数児童に動作イヒをさせることで,学習への参加

意欲を高める。

O「 このように」という言葉に着日して読む。

富薫だけで●く。■311でも.気持ちや考えを

相手に伝えうここがでe● .

【関・意・態】

挿絵 と身ぶ り

て進んで発表 し

する。(f子 動観察

につ い

よ うと

。発言 )

”　
０

～形式段落 2・ 3・

0挿絵にある身ぶ り

しながら,身ぶ り

ついて考える。

4～

を動 作 化

の特 徴 に

゛ 1

【読む】

文章の内容 を読み取

る こと力
'で
きる。 (発

言 )

【読む】

それぞれの身ぶ りの

特徴を読み取ることが

できる。 (発言・行動 )

継続 した掲示物の

挿絵 と文章を合致

この絵

は 公 園 だ

ォa。

男 の 子 と 女

の 子 が 手 を 振

っているよ。

友 達 を呼

ん で い るの

かな ?

動作化によ

めを全員で競

とでの確実な

この身ぶ りは,「 し

ずかにしよう」 とい

うときだね !

特徴 1

■ぶι:勝富菫の

代わらitすう。

「あ りが とう」と

いいなが ら,あ た ま

を 下げ て いるよ。

動作化によ
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特徴 2

■ぶ
`:こ
宮奮■―籠に使うこ。自分の

伝えたいことが。相手には ,C`:こ伝わる。

特徴 3

うれしい。たのしい。,0しい。こ0った
0この気持ぢけ。■ぶ

`:で
豪●市

"よ
く伝わ

うここがあう.

☆挿絵 と教科書の言葉が一致できるよう。動作化に

合わせて教科書を読むように促す。

～形式段落 5～

◎ 筆者の考えを読み取る。

■●
`:を
上手に使うこ。伝え●い●●ちや考え

●けっe`,こ豪七●ように●●.

毎日の生活の中にある身ぶりを探 してみよう !

0生活の中で, どんな身ぶ りがあるかを見付ける。
☆一 日の生活の流れを思 い出 しなが ら考えること

ができるよう声をかける。

0見 付けた身ぶ りを学習 した身ぶ りの特徴 ごとに分
ける。

☆ 「どのような ときJ「 どのような身ぶ りJな のか
を全体で押 さえる。

【読む】

文章の内容を読み取

る こと力
'で
きる。 (発

言 )

【関・意 。態】

見付けた身ぷ りを発

表 しよ うとした り,書
こ う と した り して い

る。 (発 言・ ノー ト)

【話す 。聞く】

話題に沿つて自分の

考えを話 した り,最後
まで聞いた りできる。

(発 言・態度 )

む ことでの

この女の子は,困

って い るの か な ?

男 の子 も困 つて い

る の か な ?教 科 書

二重五 ■みよ うp

似た型の利用によ
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0見 付けた身ぶ りを発表し,交流する。

☆発表に合わせて,動 作化させることで,発 表の内

容を理解できるようにする。

ま

と

め

9

身ぶ りを使って,伝 えよう !!

0身 ぶ りを使 つた 生 き物 ク
イズを作る。

☆クイズづ くりのルールを

確認 し,必ず身ぶ りを使う

ことを強調する。

0ど のような身ぶりを使えば , よ く伝わるか考え , 練

習す る。

0「 生き物クイズ大会」を行 う。

☆教師がモデルとなり,ど のようにクイズを出した

らよいか示す。

0自 分や友だ ちの身ぶ りにつ い

て,よ かったところや工夫 して

いたところを話 し合 う。

振 り返 った ことを ノー トに書

く。

ぼ くは,動 きがみんなに

伝わるようにするために ,

手の動か し方 を考えま し

た。小さく動かすようにし

ました。

【関・ 意・態】

進んでクイズに参加

しようとしている。(行

動観察・発言 )

【話す 。聞く】

身ぶ りを使 つて話 し

た り,最後 まで聞いた
りす ることができる。

(行 動観察・発言 )
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5 本 時の 実 際
(1)本 時の目檬
○ 身ぶ りの特徴について読み取ることができる。 (読 むこと)
○  身ぶ りについて進んで発表しようとする。 (関 心・ ま欲・態度 )
(2)本 時の晨田 (10/23時 間 )

児童の活動 支援○・評価☆の実際

導

入

5

分

|:[][|[〔与「景F脱疏るよHI
εヤンドリ には

う !

どんな特徴があるか考えよ

教室横 に掲 atさ れている前時 までの学

習をまとめた ものを見て,学 習 を振 り

返つた。

掲示物 に書かれている学習課題を全員

で声に出して読んだ。

今 日の学習場面の確認。

うに学習を進めてきたのか

を振り返った。

学習場面の音読練習

1 指なぞ り読み
3 3人 グループ読み

■ 9ペ ー ジ の

6行 日 か ら 50
ペ ー ジ の 10行

日まで !!

立ち読み

1人 代表読み

○ 教科書の何ペー ジの何行

日か らという言 い方で発

表するよう指示をした。

く
した°  ノ

○ 諄段か らの音読練習を生

かし,短 い指示で行動でき

るよう配慮 した。

O前 時 と同 じ音

読 練 習 の 方

法 を 残 し な

が ら,違 う音

読 練 習 の 方

法 も 入 れ る

ことで活動

2

4

ミ翼百飛πFし
｀

て 読 ま な い よ う

に気 を付けよ う。
― ― ― ― ― ― 一

ノ

r 立って読むから,はっ
｀

l iliX::iう

に気 を

 |
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友 達 が 読 ん で い

る の を し っ か り聞

い て ,練 習 しよ う。
ヽ _________´

気持 ちを強 く表す身ぶ りにつ いての読み取

り。

一 つ 日の挿絵 の確 認。

この絵 は 何 を して

いる ところかな ?

二つ [1の 挿絵の確認。

両手 を上げ てば ん

ざいをしている。

マ ラツ ンで 1位

になったとき。

これ は ,両 手 を組

んでいる身ぶ りだ。

困つた ときにする身ぶ りだよ !

に変化を与えた。

O青 読の 目的 を伝える

ことで,何 に気を付

け て 読 めば よ いか

考 え る こ とが で き

るようにした。

○挿絵にまず注日させ ,何 を

表 して いるのか 文章か ら

見付けさせた。

O身 ぶ りの動作化 と使 う場

面を 一致 させるため,「 ど

んなときに」という言葉で

発 言を促 した。

☆挿絵の身ぶ りを理解 し,ど

んな場 面なのか につ いて

進んで発 表 しよ うとす る

ことができた。また,友 達

の発言を聞いて ,共感する

ことができた。 (関・意・

態 )

○二つ日の身ぶ りで も,動 作

化 と使 う場 面を ‐致 させ

るため,「 どんな ときに」

じような形になっている

ことに気付かせ,学習の
見通 しをもたせた。

わ～ い !!

う れ し い

な !!や つ

た～ !!

ゲ ー ム に 勝

ったとき。

たす け鬼で捕 まら

なかつたとき。

家 の 人 が い な

くて ,入 れ な

いとき。
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男 の 子 は ,こ うや

つて い る。

・教科書に戻 り,「 たの しいときには・・・

まったときには・・・」と書いてあると

を読み。確認 した。

こ
　
ろ

Ｆ

　
こ

「このよ うに」 にという言葉に着 目して,身
ぶ りの特徴をまとめる

特徴  3
うれ しい,た の しい.か な しい。 こま
つたなどの気持ちは,身 ぶ りで表す方が
よく伝わることがある。

特徴が書いているところを探 し,「 このよう

に」 という言葉を見付け,全 員で読んだ。

という言葉で発 言を促

た。

○教科 書に載 って いる挿絵

以外で,特 徴 3に 類似する

ような身ぶ りはないか ,教

室掲示 を使 って考え させ

た。

☆発表の内容 と教科書に書

いて いる内容 を合わせて

いくことで,文 章の内容を

確認 し,し っか りと読み取

ることができた。 (読 む )

身ぶ りの特徴 を理解 さ

せた。

勉 強 道 具 を

忘れたとき

勉強が分か ら

ないとき

他 には何 が

あるかな ?

よ―し,がん

ばるぞ !!

学習成果発表会や ドッジポール大会の

ときにも, この身ぶ りがあったね !!
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次は ,「たの し

い」 って書 くん

だ !

次のことばは ,

「こまった」な どだ

だよ !!

・ ノー トに身ぶ りの特徴 3を 書いた。

○ ノー トにどのよ うに書 く

のか ,子 ども自身が話 した

言 葉を聞 きなが ら板書す

るようにし.理解を促せる

よう配慮 した。

′
~~

黒

えな

か り

板を見て,間 違

いように,し っ

と書 こう !

‥
‥
型

ヽ
ヽ
、

ヽ

自分の書いた ノー トを読み,特 徴 3

を再度確認 した。

自分で ノー トに書いた

特徴の 3つ 目をみんなで

読 もう。 ちやん と特徴を

ヽ
_´ づ
′
′
′

書ヽくことができたよ!_´

次時 の学習 につ いて知る。

-49-



6 成 果 と課 題
(1)学 冒過程の工夫
～知■・機能の目得を中心とした

授薫晨口～

〔成果 ]

・変化や動きのある音読が,児 童
の集中力を高め,内 容理解への

手立てとなっていた。

・内容理解へつなげる動作化が ,

児童のイメージを明確にするの

に効果的であつた。

・段落ごとに似た形で説明されて

いる文章構成を生かす ことで ,

本時はどんな学習内容なのか。何に気を付けて読み進めた らよいか,子 ども自身が
理解 し,活 動を進めていくことができた。
[課題 ]

・学習過程に変化を与えることで、集中 して学習に取 り組むことができ,内 容理解へ
つながっていくという点か ら,音 読だけでな く,動 作化を取 り入れるにあたっても
変化があるとよ り効果的であった。「個での動作化と全体での動作化の変化」や「言

葉のみの場合と身ぶ りの動作化がある場合の比較による変化」などが考えられる。

(2)言 ■活動の充実
～言日化による知■の日得～

[成 果〕

・ 「身ぶ り」の特徴を理解す

るために.教 科書で紹介さ
れているような身ぶ りを実

際に自分自身も使った こと

かないかを話 し,言 葉にす
ることで理解につなげてい

くことができた。

・ 話すきっかけを教師が作 り

友達の言葉を聞いて,自 分
の意見を進んで話そうとす

る姿があった。教科書の内

容に結び付けなが ら自分の

経験 を話す ことで,内 容理解へとつながっていった。
[課 題 ]

・話す機会を保障するためには,小 グループを取 り入れるのも有効であった。全体で
は話す時間に制限が出てきて しまうが,小 グループを活用すると話す時間が確保で
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きる。 また , rど も同 1:で 意 見をつなげ て い く

に深 まつた と考え られ る。

(3)学 習意欲を高める工夫
～環境構成の工夫による意欲の向

[成 果 ]

・ 甫1時 まで に まとめた 2つ の身

ぶ りの特徴が、 大きな絵 を取

1)入 れ た掲 示物 にま とめ られ

てお り,そ の掲 /1N物 を活 用 し ,

学習 の振 り返 りを スムー ズに

行 うことで  今日の学 習へ向

か う意欲 を高める効 果があ つ

た。

・掲示物 には ,イ ラス トだけで

な く,身 ぶ りを使 つて いる児

種の写 真 も用いる ことで,そ

こに友達や「l分 自身が 登場す る

。座席の配 置の 11人 によ り. 発 言

配慮 した ことで ,い ろいろな場

ことが容 易であ |).内 容理解が さら
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に効 果があ ,た 。

:課 題 :

・意 図的 に配 置 され た掲示物 を学習

よ り,そ の効 果に 大きな違 いが 生

く必 要が ある。

・ rど t,た ちの 発 言をいか に拾 い .

の 果たす役害Jが 非常 に重要である

よう,常 に心が ける必 要が ある。

と

ま

いか につなげ て いき いか に広げて い くか .教 師

。 発 :ヤ 児 童と教師 の 1対 1の や りと りにな らな い
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1 学習過程の工夫に関して

2 言語活動の充実に関して

3 学習意欲を高める工夫に関して



今年度は, 3か年継続研究が新 しくスター トした年である。「確かな学力をは ぐくむ

学習指導の実践的研究」の研究主題のもと,「学習過程の工夫」「言語活動の充実」「学

習意欲を高める工夫」の 3点 を柱に立て,研究を推進 してきた。
「数学科」「理科J「 国語科」による 3本 の検証授業から得た研究の成果 と課題は以

下の通 りである。

授業づくりにおいて大切なことは,ま ず児童生徒の身に付けさせたい力を明確にし,そ の

力を確実に身に付けることができるよう,い かに授業を構成 していくかを考えることであ

る。

今年度の検証授業においては,身 に付けさせたい力を明確にしたことにより,授業のねら

いがはつきりとした授業展開となり,授業に一本の柱があるような主張のぶれないものとな

つた。 1時間の授業で「身に付けさせたい力Jを端的に言葉にすることで,授業展開も明確

になっていくということが検証授業から明らかになった。

また,「身に付けさせたい力」を確実に付けていくための手立ても,児童生徒の実態に応

じて考えるということが重要であり,そ こが合致 したときに,大 きな成果をあげることがで

きた。さらに,それを毎時間積み重ねていくことの重要性も明らかになつた。「予想を立て

てから活動する」「変化のある活動を繰 り返す」などを常に取 り入れることで,そ れが自然

なものとなり,よ り高い効果をあげるということが児童生徒の姿から,見て取ることができ

た。

-52-



児童生徒が, 1時 間で何を学び,何を身に付けることができたかを実感するためには,学
びの一般化が必要である。まとめを板書 し,それをノー トに書 く活動などを取り入れた時間

を教師が意図的に授業展開に配置 していくことが重要である。また,評価活動も学びの実感

という点から授業の中で触れていくことが重要である。教師からの評価だけでなく,自 己評

価を取 り入れることで,よ り効果が高まると考えられる。

授業展開では,児童生徒の集中を継続するために「変化Jを いかに付けていくかという点

において,様 々な工夫が考えられる。児童生徒の実態に応 じて,学習内容に応 じて,有効な
「変化」を今後も検証 していく必要がある。

「言語化する」=「 言葉にするJ→①読む②話す③書 く活動を通 して,知識を確実に身に
付けさせるという授業を目指 し,検証授業を行つた。知識の習得に力点を置いた言語化とい

うところから,ま とめの際,声 に出して読むという活動を取 り入れた授業構成となった。教

師がまとめて終わるのではなく,子 ども自身が活動 して終わる。教師が「知識の習得のため J

という明確なねらいをもつことで,そ の活動の有効性が高くなるということが明らかになっ

た。

また,学習過程では「どんな例があげられるか」(数学科 )「 もし～だったら～だろう」(理

科 )「 自分も～ときに使つたことがある」(国語科)の ように,自 らの考えを話す場面を多く

取 り入れることで,児童生徒の知繊の定着につながっていくことが明らかになった。「言葉
にするJこ とに重点を置いた授業では,ど のような場面で,ど のように話させていくかが大

変重要である。

さらに,それをノー トなどに書 くことにより,曖昧だつた自分の考えを明確にしていく様

子が児童生徒の姿から見て取ることができた。「話す」だけでなく,「書 く」ことも取 り入れ

ることで、知識の習得につながっていった。
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言葉にする (活動の中でも特に話す)機会を学習過程の中で,い かに保障 していくかとい

うことが重要である。全体での活動ではその機会が少ないと考えられるときは,小 グループ

を活用するなど,違 う方法を取り入れていく方がより高い効果が得られる。また。児童生徒

に取り組みやすい導入の工夫や集中して継続 していくための工夫も必要である。支援として

考えた「話すJ場 面での工夫が,逆に自分の考えを相手に伝える機会を狭めることのないよ

う配慮 していくことも大切である。

単に「話すJと いう活動にならないよう,常 にそれが知識の習得に向けてのものなのだと

いうことを教師自身が強 く意識 して,授業をつ くつていくことが最も重要なことである。

発問などの直接的な働きかけをするのと同時に同接的な働きかけも行うことで,学習意欲

を高めることはできるのではないだろうかということから,児童生徒を取り巻く環境構成を

最大限活用する授業が展開された。例えば,日 々の生活の中で当たり前にあるものを教材と

して活用する,学習に関する掲示物を常掲するなどである。学習の側面を支える形で児童生

徒へ働きかけることは有効であり,身 に付けさせたい力の確実な定着へとつながつた。

さらに,そ こで重要となってくるのが教師という人的環境である。学習環境と児童生徒を

つなぐのは教師の役日である。そのつなぎ方によつて,学習環境の有効性に差が生まれてく

る。プロジエクターを活用 して理科の実験手順を伝えても,実際の実験場面では教師がつな

ぎの役目を果たさなければ,意欲的に実験へ向かうことはできない。掲示物がその環境にあ

っても,教師がつながなければ,あ るだけになつて しまう。教師という人的環境が,児童生

徒に「つなぐ役」として存在することが重要であるということが,検証授業のなかで明らか

になつていつた。声をかけたり,指 し示 したり,視線を向けたり,様 々な形でつないでいる

様子を見ることができた。
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身近なものを活用 し,学習への興味関心を高めようとしても,そ の提示方法によっては効
果が薄れて しまう。多くの児童生徒に提示する際には,全体にどのように見えるか配慮が必
要である。児童生徒からの見え方を実際に教師が見て確かめることで改善 されるであろう。

また。掲示物を授業のどの場面で活用するのが一番効果的なのかということも,さ らなる

検証が必要である。常掲でのはたらきかけから,意 図的に掲示を用いる場面を作ることで ,
普段からある掲示物への関心のもち方に変化が出てくると考える。

そ して,提示の仕方,活用場面の検証の他にも,教師が自分自身の「人的環境」について
の意識を高めることが必要である。授業 1時間の中の教師の動きが与える児童生徒への影響
を考え,授業を構成 していく必要がある。
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小学校学習指導要領 文部科学省

平成 21年 度小学校教育課程編成の手引き  北海道教育庁学校教育局義務教育課
新教育課程に対応 した教育活動の創造的な展開 (資料編) 北海道教育庁留萌教育局
・学校教育指導資料 北海道教育庁空知教育局

カリキュラム研究だより 「カ リキュラムを創る」
各教科における「言語活動の充実」とは何か

横浜国立大学人間科学部附属横浜中学校編  三省堂
「活用型学力が育つ授業デザイン」 吉崎 静夫著   ぎょうせぃ
・言語活動の充実 を図る「視点 と方法」のある授業

山口大学教育学部附属光小学校著  明治図書
・「言葉 Jか ら考える読解力    森山卓郎著  明治図書
・豊かな言語活動で確かな国語力を !  横浜市小学校国語教育研究会著  明治図書
・新 しい「基礎 ・基本」の習得   浅沼 茂編   教育開発研究所
活用 を育てる授業の考え方 と実践   安彦 忠彦編

市川 伸―著
高木 展郎

高槻市教育センター

図書文化

図書文化

教育開発研究所

「教えて考えさせる授業」を創る

各教科等における言語活動の充実

指導と評価

教育展望

・初等教育資料  文部科学省教育課程課/幼 児教育課編  東洋館出版社
辰野 千尋編  図書文化 ,日 本教育評価研究会
奥田 員丈編  教育調査研究所
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研究B力校

留萌市立緑丘小学校 (共同研究担当

遠別町立遠別中学校 (共同研究担当
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今年度は,新たな研究主題 「確かな学力を育む学習指導の実践的研究Jの もと,学習過
程の工夫,言語活動の充実,学 習意欲を高める工夫とい う3つの視点について研究を推進 し
てきま した。 1年 次の研究 として,基礎的・基本的な知識・技能の習得を中心 とした授業
展開,言語化することで知識を身に付ける活動の工夫,環境構成の工夫によるアプローチ
に重点を置き,理論研修及び研究員による検証授業を行 う中で研究を深めてまい りました。
今回,そ の成果や課題を『研究紀要』第 15号 としてまとめることができました。 これ
もひ とえに,共 同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方 ,
そ して,今年度検証授業を提供 してくださつた,研究員所属校である港南中学校,小 平小
学校,東光小学校のご理解 とご協力によるものと心より感謝申し上げます。
また,紀要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し
ましても,重 ねてお礼申し上げます。本書を多くの先生方に読んでいただき,校 内研究や

個人研修 , 日常の教育実践においてご活用いただければ幸いです。

来年度は, 1年 次研究の成果 と課題を踏まえた上で 2年 次の研究に取 り組み,多 くの成
果が得 られ るように努力 してまい ります。今後 とも当研究所に対 しまして,変 わらぬご指
導,ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

平成 22年 3月
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